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Cefroxadine(CGP-9000)に よる急 性膀胱 炎 の治療

宮 本 慎 一 ・田 宮 高 宏 ・高 塚 慶 次

砂川市立病院泌尿器科

熊 本 悦 明 ・西 尾 彰
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新 セファロスポ リン抗生物質Cemxadine(CGP-9000,CXD)の 抗 菌力を 測定 し,女 子 急性膀

胱炎患者に本剤を投与 し,以 下の結果を得た。

1. CXDの 抗菌力はCophalexinよ り優れている。

2. 女子急性膀胱炎患者23例 の治療成績はいずれ も著効であ フた。

3. CXD服 用2時 間後 では82%の 細菌消失率であ った。

4. CXDに よる副作用 はみ とめなか った。

序 文

Cefroxadine(CGP-9000,CXD)は 新合成 の経口セ フ

ァロスポ リン系抗生物質である。本剤の抗菌 スベク トラ

ムは,グ ラム陽性菌 およびグ ラム陰性菌に広い抗菌活性

を示す ことが報告 されているn。

著者は本剤の尿路感染症,特 に女子急性膀 胱炎 におけ

る有効性を検討 したのでその成績を報告す る。

抗 菌 力

(1) 対象と方法

CXDお よびCephalexin(CEX)と も女子 急性 膀胱

炎患者か ら分離 したEcolilを 用 い,CXDで は31株,

CEXで は21株 について,MICとMBCを 測定 した。

接種菌量 はTrypticaseSoyBmthに て37℃,18時 間培

養液の100倍稀釈液の1白 金耳 と した。

(2) 結 果

Fig. 1 MIC of Cefroxadine and cephalexin
against E. coli (31 strs)

CXDはCEXよ り抗菌作用が強い(Fi&1,2)。

臨 床 成 績

(1) 対象 と方法

CXDを 女子急性膀胱炎患者に投与 した。投与量は1

日750～1,500mg(3回 分服)と した。一部の症例で.

服薬開始2時 間後 に尿細菌培養を行 った。

(2) 効果判定

UTI薬 効評価基準2)によ った。

(3)結 果

(1)総 合効果

CXDを 投与 した患者 は29例 である(Table1)。 この

うちUTI薬 効評価基準によ って総合効果を判定した症

例は,症 例16,19,25,26,27,28を 除 く23例である。

全例著効であった(Table2)。 また症例16,25,26,27

は投薬後1～2日 目での判定であるが,い ずれもその時

点で著効であった。

Fig. 2 MBC of Cefroxadine and cephalexin
against E. coli (31 strs)
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Table 1 Clinical flndings of cases of acute cystitis received CXD

Dose A1: CXD at a daily dose of 750mg

A2: CXD at a daily dose of 1500mg

Micmrganism  M1: E.coli M2: P.mirabilis M3: S.epidermidis M4:S.aureus

Time after treatment

K0: Before treatment
K0: 2 hours later after first administration

K1: The next day after termination of medication

Results of urine culture

(++) 104/ml or more (+) 103/ml or less (0) Sterile
Grade of pyuria (+++) Masslve (+) More 30/HPF (+) 10-29/HPF

(±) 5-9/HPF (0) 0-4/HPF

Grade of subjective symptom (Miction pain)

(+++) Severe (+) Moderate (+)Mild (0) Free
Side effects (+) Encouptered unwanted reactions

(0) Encountered no unwanted reactions
Emcacy (+) Excellent (+) Good (0) Poor
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Table 2 Clinical efficacy of CXD in

acute cystitis

Table 3 Bacteriological response to CXD in

acute cystitis

Table 4 Bacteriological response after first ad-
ministration of CXD in two hours

Table 5 Laboratory findings

(2) 細菌学的効果

UTI薬 効評価基準 によって判定 した23例 では,服 薬

3日 後すべて菌陰性であった(Table 3)。1～2日 目で

効果判定を行 った6例 の うち症例19を 除 く5例 ではその

時点で菌陰性であった。

(3) 服薬開始2時 間後 の尿中細菌

症例12～16,18～29で 服薬開始2時 間後に尿細菌培養

を行 った。1回250mg投 与群7例 中,菌 数不変0,菌

数減少2例(E.coli,S.aureu5各1例),菌 陰性5例,

1回500mg投 与群10例 では,菌 数不変0,菌 数 減少1

例(E.coli),菌 陰性9例 であ った(Table 4)。

(4) 副作用

本剤服用後,消 化器症状,発 疹 などを訴えた症例はな

か った。本剤投与前後 で血液検査を行 った9例 では,症

例17で 赤血球 の減少があったが,そ の後の検査を行 って

いないので,本 剤によるものかどうか不明であ る。他に

はいずれの症例において も検査値の異常変動 は認めなか

った(Table 5)。

考 案

CefrexadineのE.coli,K.pneumoniae,P.mirabilis

に 対 す る 抗 菌 力,特 にbactericidal effectは 他 の経口

セ フ ァ ロス ポ リン抗 生 物 質 のCephalexin,Cepmdm

よ り優 れて い る ど報 告 されて い る1)3)。著 者 らの検討し

た 急性 膀 胱 炎 患者 か ら分 離 さ れ たE.coliで の成績 も,

MICお よ びMBCと もCXDがCephalexinよ り強い

抗 菌 力 を示 した 。

CXDの 血 中 濃度 は,投 与1時 間 前後で ピークに達し,

250mgで10μg/ml,500mgで14μg/mlに な る4)。

尿 中排 泄 は 速 や か で 尿 中濃 度 も 高 く,500mg投 与の場

合,3時 間 の う ちに72%が 活性 の まま排 泄 され,そ の濃

度 は100μg/ml以 上 で あ る5)。従 って,E.coli,K.pne-

umoniae,P.mirabilisな どに よ る尿 路 感染症の治療薬

と して,従 来 の 経 ロ セ ファ ロス ポ リ ン抗 生物質 より優れ
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た治療効果が期待でき多。署者らは女子急性膀胱炎患者

23例}ご本剤を1日750～1,500mg投 与 したが,全 例著

効であり,ま た今回の検討では副作用 もな く,尿 路感染

症の治療薬として有用であろうと推察 できる。

一方,女 子急性膀胱炎患者 の自覚症状 ・他覚所見 は,

服薬後速いもので数時間,多 くは治療開始翌 日にはか な

り改善する。大越はAmexicillinとAmpicillinと の比

較試験において,初 回服用後60分 では83例 中13例(15.6

%),2時 間後で81例 中35例(43.2%)で 細菌が 消失 し

たことを報告 している6)。今 回 のCXDに よる検 討で

も,250～500mg服 用で2時 閥後 には82%が 消失 してい

る。このことは急性膀胱炎における投薬内容 の評価をよ

り早い時期に行 うべきであろうことを示唆する成績であ

る。
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TREATMENT OF ACUTE CYSTITIS BY CEFROXADINE (CGP-9000)
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Cefroxadine (CGP-9000, CXD) is a new oral broad-spectrum cephalosporin antibiotics.
The minimum inhibitory concentration (MIC) and the minimum bactericidal concentration (MBC) of

CXD and cephalexin against E. coil were determined by the tube dilution method. Bactericidal effect was
superior to that of cephalexin.

Twenty-nine female patients with ,acute cystitis received CXD 750 mg/d. (19 patients) or 1,500mg/d. (10
patients). 23 patients of them were evaluated for clinical efficacy based on the parameters, urine culture,
pyuria and subjective symptom.

All of them were evaluated as effective. The pathogenic microorganisms were eliminated within a few
treatment day in all cases.

Eighty-two percent (14/17) of pathogenic bacteria was eliminated two hours later after the first admini-
stration of this' drug.

This antimicrobial agent was tolerated and no unwanted reactions were encountered in the present study.


